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財政公表

一般会計は

16億5.817万3千円の支出

～平成６年度上半期の財政状況～

国
見
町
財
政
状
況
の
作
成
お
よ
び

公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
．
平

成
六
年
度
上
半
期
（
四
月
一
日
～
九

月
三
十
日
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
．

一
般
会
計
で
は
、
予
算
額
四
十
三

億
百
十
七
万
円
に
対
し
．
収
入
済
額

は
．
二
十
一
億
六
千
七
百
六
十
四
万

三
千
円
で
五
十
・
四
％
の
収
入
率
．

支
出
済
額
は
、
十
六
億
五
千
八
百
十

七
万
三
千
円
で
三
十
八
・
六
％
の
予

算
執
行
率
と
な
っ
て
い
ま
す
．

特
別
会
計
の
執
行
状
況
、
地
方
債

の
状
況
、
町
税
の
収
入
状
況
等
は
次

の
と
お
り
で
す
．

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
役
場
総

務
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．
ど
な
た

で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

一
　
　

般
　
　

会
　
　

計
　
　

の
　
　

似
　
　

行
　
　

状
　
　

況

入 》

区　　　　　 分　 予算齲（干円） 収入済舗（千円） 収入半（96 ）

町　　　　　　 橿　　s 】5,370　　　･19.3  腸　　　58.8

地　 方　 譲　 与　 椪　　ｰ  .742　　　 四 . 2　　　24.2

利 子 割 文 付 金　　z4.s00　　　ll.  引 3　　46.2

ゴルフ躅刊用攪交付金　　　 】438　　　　4.  れ 8　　　32  ｣

特 別地方消輿椏交付金　　　　　 １　　　　　 ０　　　 －

自 動 車 取 冊 税 文付 金　　　4  乢　　　 】6 07　　　39.3

地　 方　 交　 付　 楫　2.68　4  .84　　　75.8

交通安全対策特別交付金　　　l,9 （x）　　　1.177　　　61.9

分 担 金 及 ぴ 角 担 兪　　　.  2　　　.  2　　　.0

1 瑁 料 及 ぴ 手 栽n　　　42.  跖 3　　　23.9 （x）　　55.8

国　 瘴　 支　 畠　 金　　28.4  3　　　.4　　　13.2

県　 支　 出　 企　　ｰ  .83　　　.4  に　　　8.9

財　 産　 収　 人　　　.3　　　10.z50　　　76.6

寄　　　 附　　　 金　　　IO.  2　　　 】0 ,　　IOI.  5

耡　　　 人　　　 金　　2  . 四 一　　　　　0　　　 －

繰　　　 越　　　 金　　　.  0　　　56,09 】　　ｰ  8.0

j　　　 収　　　 人　　259.5　　　3  3　　　12.3

町　　　　　　1　　3  衡 .　　　　　0　　　 －

合　　　　　jt　　4,30 ｕ70　　2  ﾕ 6 れ　　　50.4

く歳 出）

区　 分　 予算節4千円） 支出済加（千円） 執行崋（恂

議　 会　 費　　1  例 .015　　　48,･2s　　　4?.9

総　ａ　 贄　　736, ％･　　　3s0,･74　　　48.9

民　 生　 贄　　3 匐.009　　　163.9z4　　　43  ｣

衢　 生　 費　　792,764　　　.2　　　36.3

農林水産１負　　 れ 757　　　ｰ  .452　　　32.3

廁　 工　 麑　　　36,672　　　.4　　　58.5

1　 木　 費　　 れ 807　　　 ① . 4　　　.8

消　 防　費　　ｰ  . 誌 2　　　1（y7,e3s　　　56.2

教　 育　費　　6sa,| 加　　　.  4 行　　　.2

災害佃旧費　　　　 ２　　　　　 ０　　　 －

公　 債　費　　4  卸 .6　　 加 れ 嘛 3　　　49.2

譎 支 出 金　　　　 】　　　　 ０　　　 －

予　 歯　費　　　6,000　　　　　0　　　 －

合　 計　　4  301. ﾛ　　658  靆 73　　　38.6

地
　
　
　

方
　
　
　

債
　
　
　

の
　
　
　

状
　
　
　

況

区　　 分　　　　 ９月末残高(千円丿

土　　　 木　　　　　　　07

教　　　 育　　　　　　3,357, 卯2

公 営 住 宅　　　　　123,24?

農 林 土 木　　　　　　　35,065

商　　　 工　　　　　　　350.002

保 健 体 育　　　　　　　79.387

消　　　 肺　　　　　　　50,268

搦　　　 生　　　　　　　183.637

樊 害 復 旧　　　　　　　.8

そ　 の　 紬　　　　　　　13.

計　　　　　　　　4,800,Z83

町

税
、
の
Ｉ’
収
　
入
　
状

況

区　　　　 分　　予算覩(千円) 収入済額(千円) 収入率(恂

町　　 民　　 脱　　　3  .620　　　118.  0　　　35.0

固　定　資　産　脱　　　4  .8 四　　　 引 5. 4　　　 行 .5

軽　自　飴　車 税　　　i4.  ｰ　　　　14  , 7　　　10L9

町　た　ぱ　こ　侵　　　52.  跖 6　　　　.  6　　　54.6

符 別 土 地保 有税　　　1  .7　　　　722　　　101.1

針　　　　　　5.370　　　479.  引 9　　　88.8

国 民健康保険税　　　2.2　　　   8. 囲 6　　　48.8

水道事業会計
単位：千円

区　　　 分 �
収　　　　 入 �� 攴　　　　 出

�予算額 �収入済額 �予 算 額 �支出 済齦

収 益 的 収 支 �7.0  引 �ﾘ  9. �6.  2 �56.

資 本 的 収 支 �-
�-

�26.205
�-



住みよい町づくりに向けての各種事業

上野台運動広場謹11 事裏（平成５，６、７年度） ディサービス皐蘖 （平鹿６年度 一一）

国 見東部高齢者裨活性化センター・体育館・防 災センターｌ ａ 事業

(平成４ ．５，６ 年度)

源宗山配水池 設 ま 第く平成５、６年度｝

特
　
　

別
　

会
　
　

針
　
　

の
　
　

執
　

行
　
　

状
　

況

会　　 計　　 名 �予算額 阡 円J �収人済甑｛ 日ID �収人率1％） � 支出済額 ( を 円 ) | �執行夲（％）

国民健康保険特別会Xt �6  .975 �278.858 �41.7 �246.2 �36.8

老 人 保 健 特 別 会 計 �2.936 �3  靆 93 �48.4 �29L26 】 �46.0

渇水対策施設特別会廿 �12.  9 �7  .239�.0 �8.471 � 間 . 2

只Ⅲ簡易水道特別会Jt �8.977 �5.447 �60.7 �2  ﾖ 32 �23.7

育 英 事 裏 持 別 会jl �5.0  % �2.9 �58.2 �1  . 3 �31.1

人山 財 産ll特 別会 計 � 加,866 �6.916 �33.1 �5.323 �25.5

藤田 財 産区特 別会 討 �260 �267 �22.7 �82 � 引 . 5

大木戸財産区特別会針 �130 �133 �22.3 �SO �38.5

石 毋田財産区特別会計 �599 �374 �62.4 �267 �4  4 .6

公共 下水 道特 別会 計 �2  . 9 �66.064 �25.6 �71.  3 �27  . 7

土 地 開 発 特 別 会 計 �678.700 �1.2  幻 �25.2 �3.4 �0.5



受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町

政

功

労

者

を

表

彰

佐
藤
恵
さ
ん
に
栄
誉
顕
彰

～
平
成
六
年
度
国
見
町
表
彰
式
～哂れのヤ貧者の祐冫 九

町

表

彰

莱

例

に

圦

づ

で

、

乍

心

六

４

夊

の

国

見

剛

λ

彫

式

が

、

－
　

り

円

目

、

岨

り

ふ
口
・
乙

化

セ

ン

タ

ー

ホ

ー
ー

り

に

お

い

て

闇

値

’
．‐
れ

．

町

の

鳬

叺

に

ぺ
５
‐
４

・

れ

た

．
卜

叭

の

皆

冫

ん

か

表

彰

き

れ

ま

’
・
た

衣

彰

八

は

、

ｋ

賓

、

受

賞

丹

二
・
皆

｝
‘
’
ん

な

‥
ご

約

一
气

↑

気

か

出

席

Ｆ
二

．
．口

れ

气

．
‥
…
ｔ

八

廴

町

長

が

式

辞

む・

吐

べ

た

Ｉ汲

．

巧

引

功

．刀

人

彰

、

功

．万

λ

ｙ

、

ぷ
‥‐

口

人
ｙ

、

呆

４
‥
か

ｙ

‐
ヤ

Ⅲ

に

、

受

賞

荐

、
ノ
、
．

咫

に

賞

叺

レ

ー
．
λ
へ
’
‘
こ

そ

ｒ

’４

！
‐
ぎ

７

’．
ぺ

坂

本

ｄ

柚

以

北

地

し

振

興

陥

に
じ

・

″
卜
体

巴

ｙ

、
ｔ
洫
１

剛

議

ｋ

・
り

睨

辞

‥
‥
飛

丶

‐
、

唾

八

占

今

代

λ

ｊ‐
二

、
阿

川

煩
－

、

ｔ
‐
瓦

か

乱

辞

分

述

べ

ま

’
八

‐
’．

八

彭

八

後

、

冫

賞

丹

卜

ｄ

で

よ

ご

嵋

…一ｙ

ｙ

ｎ

卜
．

唾

汢

竚

の

皆

冫

‐
こ

‥
。

ｙ

‥
べ
ふ

Ｉ
匈

か

ら

あ
　

て

卜

ま

し

た

心

貪

冫

り

た

卜

冫

人

（

敬

称

啗

・

特
別
功
労
表
彫

叭

ふ
。・
飛
興

喰
暦

に
琵

例
な
功

町
か

ｔ

に
Ｉ
功

哨
頤

裄
々
レ

、
ｔ

だ
。
功

。づ

λ
ｙ

々

賞
吸

し
引
丶
・
続
丶
斗
‐
う
幟

に

あ

り
、
い

に
功

。レ
顕

裄
々

り

卩
・
。口
　
わ
Ｉ
　
　
　

Ｍ
７
　
叺

ｌ
ｒ
　

回
り
　
　

卜一
日
　
人
、リ

功
労
表
彰

町

政
甄
朏
．に
寄
冫

’
・
、

そ
の

功
柚

か
跖
石

な
り

。ぼ
弥
　

ヤ
ハ
　
　
　

り
川
　

八

が

り
’
体
　

昿

治
　
　

宍

．‥
伊

勢
挧

‐．ベ
ビ

ー勺

工
　
　

如
．池
　

ウ

ー

や

川
　

‐
出
占
　
　

佐

ｔ
ｔ

ｌ
川
．

４‐
廴

穴

髄
器
匚
竃

叶

善
行
表
彰

多
午

に
‐わ
か
に
・
卜

忖
沾

秘
等

に
よ

‘‐
Ｈ
ｊ

に
だ
９

し
た
万

小
４
十
　

肖
　
　

小
紫
怖
叫
川

４
脯
　
耳
襾
　
　

仁
浦
　
汕
・

鈴
に
　
蛮
茂
　
　

ム
………
　
人
鬲

栄
誉
顕
彰

ソ
、
ホ

ー

″
に
お

い
て

町

ふ
名
声

か
一

鳥

め
、

剛
尺

力
掎

り

と
７

る
抜
酊

い

吸
栖

ぐ
Ｉ’。ｙ

け
か
・
り

り
似
　

山－

受貧者を代衣し て謝耶を心 べる阿愆きん

奥
山
さ
ん

ら
三
人
が
受
賞

～

県
保
健
衛
生
総
合
大
会
～

十
月

二
十

五
日
．

い
わ
き
巾
平

市

民
会

館

に
お

い
て

、
第
一
．
卜
こ
皿

隔

・島

県
穣
健

衛
生

総
［
口
人

余

が
開
催

さ

れ

、
母
．よ
保
健

や
公

衆
衛

緊
の
向

卜

に

尽
力
さ

れ
た
皆

さ

ん
の

八
彰
か

］け

わ

れ
ま

し
た

国
Ｕ
‘町

で
は

、
次

の
竹

さ
ん

か
受

賞

”・・
ま
し

か
．
　
　
　

（
敬
称
略

）

叫

に
矧
巾

感

謝

状

一
は

．
卜

保

健

袤

磅

｝

奥

山

気

津

ｆ

ｙ

Ｍ

町

北

ヽ

目

私

公

呎

衛

ｔ

協

余

福

鳥

以

攵

氾

長

・

包

福

島

以

地

．ド

衛

生

机

廠

迚

へ
（

ぺ
．・一
長

人

杉

（

同

．
！

衛

乍

丿

ｔ

一

阿

部

照

．卜

ｎ
自

じ

Ⅲ

屯

）

削

柚

島

県

地

ぼ

衛

ｔ

組

織

哇
（

口
余

長

表

彰

（

地

区

衛

生

組

廠

店

動

“

中

日

蕭

占

（

山

崎

小

畑

一一

９囂された３人（左から奥山さ人 中 村さん．§ Ｍさむ



高
橋
さ
ん
ら
に
知
事
感
謝
状

～

県
社
会
福
祉
大
会

～

囈貧者の曾さん（禀永町長 を圓 んて;･

卜
川

二
十
日

、
会

沖
若
松

お
の
会

沖
風

碓
心

で
、

第

叫
Ｊ
Ｉ
八
川

臨
島

雌

阡
会

隔
阯

人
会

が
川
催

さ

れ
ま
し

た

．

大

会

の
席
Ｌ

衣
彰

か
行
わ

れ
．

尺

生

・
児
戡

委
ｎ

と
し
て

、
長

い
閥

隔

阯
向
Ｌ

に
尽
力

さ
れ

た
鳥
唱

惠
Ｆ

さ

ん
・
ｈ
．↓．
」へ
に
知

謇
感

謝
状

が
贈
ら

れ

た

ほ
か

、
阡
会

福
祉

を
理
解

し
、
福

阯
店

動

に
肖
献

き
れ

た
万

や
多
翻

の

寄
付

か
‘’き

れ

た
個
廴

・
団
体

に
糾

し
、

大
会

会
．ｋ

か
ら
心

謝
状

が
噌

八
れ

ま

し

た
．

受

賞

さ
れ

た
杵
さ

ん
、
誠

に

お
め

で

と
う

ご
ざ

い
ま
于

こ
れ
か
ら
も
陥
阯
向
ｈ

の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
受

賞

さ
れ

た
皆
气‐
』ん

（
敬

称
略

）

県
知
事
感
謝
批
｛
民
生
・
児
耻
委

八
功
労
｝

臨
檎
恵
ｆ

（
山
崎
北
）

臨
橋
邨
右
工
門
｛
第
卜
こ
｝

高
橋
隆
雄
（
只

川
）

人
会
会
長
感
謝
状
（
阯
会
嘔
吐
小

衢
．貢
献
）

高
橋
直
Ｆ
（
町
阡
公
擶
吐
協
議（
と

人
会
会
妊
感
謝
状
（
多
額
寄
付
）

佐
藤
なｔ
宏
（
百
日
Ⅲ
叺
）

新
片
尚
’Ｉ

（
本
町
）

唯
藤
利
挧
｛
石
は
Ⅲ
衣
｝

福
鳥
６
川
金
唯

生
協
福
島
消
費
組
介

陥
島
川
ｕ
’町

ｎ

裳
鵬
川
組
（
日

仲
野
さ
ん
に
県
統
計
協
会
長
賞

～

県

統
計
大
会
～

第
四
十
四
回
柵
鳥
県
統
計
大
会
か
、

－

一
月
。一
目
、
白
河
巾
民
会
館
に
お

い
て
闘
催
さ
れ
、
大
会
の
席
上
、
妊

年
に
わ
た
り
統
計
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
仲
野
周
一
郎
さ
ん
（
泉
田
中
）

が
、
福
島
以
統
叶
協
会
長
太
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
Ｕ
‘町
統
丿
調
在
口
協
議

公

（
佐
藤
俊
雄
会
長
）
が
、
財
団
法

廴
令
川
統
計
協
会
辿
（
日
勁
余
長
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

川
兒
町
範
計
調
査
‥Ｕ
協
議
会
は
、

昭
和
ｉ
ｌ

．
年
六
月

に
設
立
さ
れ
て

以
来
、
統
叶
調
査
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

受貧 を富ぷ会長の佐釋さん（左）と仲野さん

わ
か
し
ゃ
ち
国

体

佐
藤
恵
さ
ん
が
優
勝

山

‘Ｍ
少

年

な

ｆ

の

溜

佐
膝
克
成
さ
ん
は
五
位
人
賞

軟
式

野
球見事国 体で4蓍勝し た佐藤懋さん

一

月

パ
ー

九
Ｈ

か
ら
吸

知
県
で

川

催

さ

れ
た
第

四
卜
凡

川
川

民
体

青
人

会

（
わ

か
し

ゃ
ら
川

体

）
の

山
防

少

年

な
孑

の
部

に
出

増
し

た
佐
藤

恵
さ

ん

（
森

山
字

辻
叫
-

 つ

な
高
1
1
1年

）
が
、

優
勝

し
ま

し

た

作
藤

恵
さ

ん
は

、
陥
島

内
な

心
の

。」へ
と
と
も

に
山
岳

餃
技

少
年

な
ｒ

の
郎

に
出
場

、
縦
心

で

。
位

、
踏
介

と
（
口
わ

せ

た
総
「
口
で

貼
丿

入」
国

の
陷

点
に
立

ち
ま

し
た

。

佐

叫
恵

さ
ん
は

、

。ｔ

成
二
年

か

ら

巾

り
村
対
抗

以
縦

断

駅
伝
裝

心
人
会

（
ふ
く
し

ま
駅
伝

）

に
岡
目
｀
町
の
代

衣
選

手
と

し
て
毎

年
出

鵬
す

る
な

ど

屈
桁

の
輿
即
離

ラ

ン
チ
・

と
し
て

知

ら
れ

て
い
ま

す
。

ま

た
、
佐
藤

克
成

さ
ん

（
山

崎
字

胼

谷
り
Ｉ；
－
2
5
1
2
3ｔ

）

は
、
勤

務
先

で
あ

る
富
上

辿
ア
イ

ソ
テ

。
ク
チ

ー

ム
の

メ
ン

バ
ー
と

と
も

に
東
北
代

表

と

し
て
帆
人

野

球
に

出
場

。
フ
ァ

ー

ス
ト

を
守

り
、

叫
番

を
打

つ
な

ど
五

位

人
賞
の

原
動
力

と

な
り
ま

し

た
’

町
で

は

。
先

に
わ

か
し

ゃ
ち

国
体

に
川

場
す
る

Ｉ
．
人

に
奨
励

金
を

贈
り

、

健

闘
を

兄
守

っ
て

い

た
だ
け

に
、

二

人

の
大

活
躍

が
テ

レ

ビ
や
新

聞
で
怖

じ
ら

れ
る
と

大
喜

び
、

早
く
も

、
来

年

の

・ヱ

く

し
ま
国

体

‘
で
の

活
躍

を
期
待
す
る
声
か
あ
が
っ
て

い
ま
し

た
。

佐鱚芟成さんに奨 励金が贈られる



成人おめでとう

ございます

平成７年成人者

巌庠に行 われた平成６年成人式

来
年
一
月
卜
五
日
の
『
成
人
の
日
』

に
は
、
町
の
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
昭
和
四
卜
九
年
四
り

二
日
か
ら
昭
和
五
卜
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住
者

で
す
。

た
だ
し
。
希
９
す
れ
ば
国
見
町
出

身
の
町
外
在
匯
者
で
も
出
席
で
き
ま

す
の
で
。
お
早
め
に
町
教
膏
委
員
会

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。『

平
成
六
年
十
月

。
日
現
在
の
成
人

予
定
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

氏
名
の
誤
り
や
記
載
も
れ
が
あ
れ

ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

国
見
町
教
青
委
員
会
生
洋
学
習
凛

生
涯
学
習
係
（
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

茜
叙
９
｝６
７
６

Ｆ
Ａ
χ
　

ね
2
7

０
7

平
成
七
年
成
人
者
名
簿
（
学
区
別
）

（
順
不

同

・
敬

称

略

）

▽
小
坂
　
　
2
5
名

高

鳴
充
代

’Ｐ

佐
雌

山
香

唄

占
内
　

宏

安
藤

浩

史

山

川
　

浩

人
竹
　

忍

野
村
　

秋

ｆ

後
藤
　

恵

美

渡

邊
　

仁

志

川

川

純

治

佐
藤
　

孝

之

鴨

川
　

信

Ｆ

手
老
　

将

人

佐

藤
ふ

ゅ
き

斎

藤
余

々
汪

赤

坂

洋
’ｒ

遠

藤

幸
Ｆ

鈴

木
ｒ

賀
子

齊
藤
　

剛

野
付

幸
代

人

内
　

輿
山

阿
部
　

修

遠

蘓
佐

知
’ｒ

鴨

川

敏
和

安
藤
　

隆

一

▽
藤
田
　
　

叨一
名

阿
部

叉

保

菅

野

宏
昭

小
拜
畑
蹲
久
子

伊
藤
　

ｉ

治

菊

田
　

穰

野
村

忠

大

安

彦

香

里

武

田
ひ
ろ

み

八
巻

美
幸

佐
藤

裕

子

紺

野

政

子

渡

辺
　

明

身

鈴

木

尚

美

菊

地
　

愛

高
橋

俊

皀

八
巻
　

勝

有
川
稚

住
．ｒ

佐

久
間

博
ｆ

栗

原

和
則

三
浦

珊
祟

國

吽
　

智
子

参
　

綾
ｆ

佐

藤
和

歌
了

村

木
　

潤

一

人

谷

美
幸

蓬

川
英

利
ｆ

奥
山
あ

ゆ
み

鈴

木
　

朋
枝

吁

野

和
仁

呻

林

夏

代

井

砂
　

崇

須
Ⅲ

浩

元

斎
藤
　

文
博

菊

池

雅
代

食

藤

裕
香

瓦
.
1亠
呱
仁
芙

佐

鵬
　

直
樹

食

藤
　

誠

佐
藤
　

俊

道

訟
浦
　

ｕ
ｔ
苗

佐
々
木

茂
夫

人
塚
　

和
彦

高
唱

再

織

商
曉
　

直
Ｔ

江
代

由
紀

菊

地
　

輿

人

久

余
美

八
巻
百

山
笑

宍

戸
　

孝
亢

占

川
な

お
芙

女

藤
　

早
‘田

袤
原
　

忍

角
川

と
し
で

太

田

節
ｒ

斎

藤
　

洋

村

木

町
合

小

池
　

史
恵

仲

野
純

一
郎

佐

藤

美
津
子

・
べ
を
　

呎
江

後
藤
　
一
成

齊
蕕

和
博

ぺ
巻
三
智
子

齊
藤

美
香

中
條
　
伸
喜

佐
久
間
信
哉

佐
藤

胥
織

侮
藤
　
片
郎

松
浦
美
佐
子

菊
地
　

守

佐
藤
　
敏
江

齋
藤

浩
一

高
咄
　
尖
保

・
气
島
　

宏

吾
妻

伸

．

山
田
　
明
久

上
口
田

静
枝

八
巻
花
祭
子

佐
藤
　
正
史

渋
谷
ま
ゆ
み

武
田

秀
明

高
橋

幸
7‐

佐
久
間
哲
也

福
鳥

由
季

羽
根
川
貴
博

川
井
貴
美
子

小
林
　

茂

玉
木
佳
粟
ｆ

吾
妻
　
寛
章

商
隔

智
ｆ

小
室
　
利
恵

佐
藤

愛
子

▽
森
江
野
　
2
7

名

佐
久
間
敦
子

近
野
由
紀
ｆ

佐
藤

順
子

須
賀

孝
志

佐
久
間
智
そ

伊
藤

亮
子

石
川

貴
志

八
巻

降
昭

齋
藤
育
沖
笂

竹
谷

英
幸

本
多

洋
志

大
波

香
織

寶
鬩
美
奈
子

佐
久
間
正
敏

石
井

桂
子

佐
藤

徳
昭

佐
久
間
明
子

佐
久
間
照
芙

武
田
真
奈
美

斎
藤
江
里
ｆ

岡
崎

恭
’ｒ

齊
藤

真
澄

齊
藤

遼
二

佐
野

雅
ほ

村
ｈ

順

’ｒ

蓬
田

直
樹
．

村
上
　
幸
恵

▽
大
木
戸
　
1
9
名

佐
藤

俊
明

齋
藤
　

恵

商
鴣
真
由
美

佐
藤
美
紀
ｆ

中
山

山
叉

渋
谷
　
正
崇

遠
藤
　

哲

佐
藤

洋
子

関
根

和
子

大
平

久
叉

松
田

将
男

齋
蕕
久
美
子

佐
藤
満
和
子

星
野
美
保
子

渋
谷

老
夫

違
藤

典
子

松
浦
　

司

阿
部
　
励
子

齊
藤
　

忍

▽
大
枝
　
　
1
0

名

齊
藤
ひ
と
み

瀬
戸

和
彦

鈴
木
忠
笑
子

鈴
木
　
将
史

木
村

幸
子

佐
藤
　

誠

瀬
戸
　
信
広

佐
藤
貴
恵
子

鈴
木

宏
江

鈴
木
日
登
災



税
に
関
す

る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

書
の
部
に
3
9
8
点
､

標
語
の
部
に

1,049

点
の
応
募

国

見
町
納

税
貯

蓄
祖
合

連
（
口
会
で

は
．
ｔ

一
月
十

一
口
か

ら
十

一
月
十

七
日

ま
で

の

一
税

を
知

る
週
間

）

に

ち
な

み
、
悦

に
対
す

る

関
心
と
納

税

愚

識

の
商
揚

を
図

る
た

め
、

『
税
に

閹
す

る
作
品

コ

ン
ク
ー

ル

』
を

実
施

し
ま
し

た

。

作
品

ゴ
ン
グ
・
。。
ル
は
、
小
学
校
瓦
・

六
年
生
と
中

学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、

書
の
部

に
三

九
八
点

【
昨

年
こ

そ

】

点

）
、

標
語

の
郎

に

。
、

○
四

九
点

（
昨
年

円
六

六
点

）
の
応

夢
か
あ

り

ま

し

た
。

十
月
ニ

ト
ハ

日
、

役
場
会

議
室

に

お

い
て

、
福
鳥

脱
務

署
、

県
北
地

方

振
興
局
の
杵

さ
ん
な

ど
七
人
か
、

”
悦

に

関
す

る
作
ｎ
？

の

審
査
を

行

り
た

結

果
、
次

の
と

お
り

入
選
者

が
決
ま

り
ま

し

た
。

入

賞
作

品
は

、
町

の
文
化
祭

、
中

合
階

段

ギ
ャ
ラ

リ

ー
に
展
示

さ
れ

た

ほ
か

。
住

民
税
巾

告

の
相
談
会

場

に

展
示

さ
れ

ま
す

。

入
選
者
の
皆
さ
ん

（

敬

称

略

）

◇
書
の
部

●
福
島
税
務
署
長
賞

藤
田
小
五
午
　
　

高
唱
　
五
純

森
江
野
小
六
年
　

菊
地
　
笂
佳

県
北
中
一
年
　
　

阿
部

片
子

・
国
見
町
長
賞

森
江
野
小
五
年
　

菊
地

純
皀

小
坂
小
六
午
　
　

仲
野
絵
里
子

県
北
中
て
年
　
　

五
十
嵐
佐
和

・
県
北
地
方
振
興
局
長
賞

藤
田
小
六
乍
　
　

本
間
　
叫
叉

県
北
中
三
年
　
　

安
藤
　
夕
紀

・

福
鳥
地
区
納
貯
速
会
長
賞

森
江
野
小
五
年
　

石
川
め
ぐ
み

小
坂
小
五
年
　
　

古
内
奈
津
艾

大
木
戸
小
六
年
　

佐
藤
　
伸
洋

藤
川
小
六
年
　
　

佐
藤
　
恵
ｆ

県
北
中
二
年
　
　

商
橋
再
奈
恋

県
北
中

ご
．年
　
　

八
を

智
子

県
北
中
三
年
　
　

安
藤
　
幸
夫

一
福
島
地
区
税
団
協
会
畏
賞

大
木
戸
小
Ｋ
年
　

渡
辺

和
之

藤
川
小
六
年
　
　

鈴
木
麻
衣
子

県
北
中
一
年
　
　

安
藤
　
旦
人

県
北
中
一
年
　
　

新
井
　
友
香

・
国
見
町
納
貯
達
会
長
賞

藤
田
小
五
年
　
　

内
村

和
’ｒ

藤
田
小
六
年
　
　

後
藤
　
治
恵

森
江
野
小
六
年
　

化
久
間
智
史

県
北
中
一
年
　
　

古
内
　

純
子

県
北
中
二
乍
　
　

斎
藤
　
綯
’ｒ

◇
禅
語
の
部

・
福
鳥
税
務
署
長
賞

県
北
中

．
年
　
　

同
家
　

浩

・
園
見
町
長
貧

廠
江
野
小
五
甲
　

村
ｈ
　

智
香

大
木
一
尸
小
丘
年
　

高
鳴

優
希

小
坂
小
石
年
　
　

梅
谷
沙
奈
汪

県
北
中
二
年
　
　

牧
野

紀
ｆ

県
北
中
三
年
　
　

杳
藤
あ
ゆ
み

●
国
見
町
納
貯
連
会
長
賞

森
汪
野
小
五
年
　

佐
藤
　
寛
哲

謄
川
小
六
乍
　
　

四
家
　

恵

県
北
中
一
年
　
　

膏
野
　
謙
一

県
北
中
。
。年
　
　

八
巻
由
起
ｆ

県
北
中
。
。叫
　
　

菊
地

武
志

町文化 祭に宸示 された入貫書の作品

小
坂
地
区
に

新
型
消
防
自
動
車
を
配
備

国
見
町
消
防
団
第
一
分
団
第
二
部

（
小
坂
地
Ｋ
）
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動

眼
か
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
平

成
六
壓
度
消
防
防
災
施
設
等
整
備
費

補
助
事
業
に
よ
り
町
か
購
入
し
た
も

の
で
、
Ｃ
Ｄ
Ｉ

Ｉ
型
と
よ
ば
れ
四
輪

駆
動
方
式
で
最
新
式
の
装
備
を
持
つ

し
の
で
す
。

十
月
ニ
ト

ー
日
に
消
防
団
へ
の
交

付
か
行
わ
れ
、
配
備
さ
れ
た
第
一
分

団
第
二
部
で
は
、
団
員
の
皆
さ
ん
が

操
作
方
法
の
訓
練
を
行
い
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
て
い
ま
す
『
。

ま
た
、
定
瑚
的
な
火
災
予
防
広
報

等
に
も
有
効
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
概
要

・
Ｃ

Ｄ
１

１

型

（
排

気

餓
４

、
３
０

０

に
）

、
四
輪

駆
動

方
式

一

購
人

金
翻

千
百

四

十

ご
．万
三

千
円

・

剛
庫

補
助

金
額

二
百

九
十

六
万

円

小坂地区に配蝎された斯型車

町
内
五
地
区
で

高
齢
者
福
祉
懇
談
会
を
開
催

本
格
的
な
高
齢
化
杜
会
を
迎
え
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
か
住
み
な
れ
た

地
域
で
、
健
康
で
生
き
か
い
を
持
ち
、

介
護
か
必
要
に
な
・
た
と
き
で
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
杜
会
を
実
硯
す

る
た
め
、
福
島
県
県
北
陸
会
柵
祉
事

務
所
か
主
催
と
な
り
、
町
内
五
地
区

で
商
齢
者
福
祉
懇
談
会
か
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
懇
談
会
は
、
十
月
十

八
日
の
小
坂
地
区
を
皮
切
・り
に
、
十

一
月
十
五
日
ま
で
毎
週
火
曜
口
に
行

わ
れ
、
懇
談
会
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

在
宅
介
護
や
在
宅
保
健
福
祉
サ
ー
ピ

又
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
ま

し
た
。

驛田地区の福祉懇談会



INFORMATION

●

お
知
ら
せ

●

国

税
だ
よ
り

年
末
調
整
の

仕
組
み
と
手
続
き

年
末
調
整
は
、
衂
月
の
給
糾
や
ボ

ー
ナ
ス
か
ら
差
し
引
か
れ
た
所
得
脱

と
、
一
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る
年

税
額
と
の
差
額
を
睛
算
す
る
む
の
で
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
確
定
申

告
に
か
わ
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

①
扶
養
親
族
に
異
動
の
あ
っ
た
人

②
各
種
保
険
料
の
搾
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

③
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人

な
ど
は
、
勤
務
先
に
忘
れ
ず
に
控
除

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

－

問
い
合
わ
せ

・
福
島
脱
務
署

一
劭
3
1
2
1

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽

し

い

狩

猟

（

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
。
待
望
の
狩

猟
か
十
一
刀
卜
五
日
に
解
禁
に
な
り

ま
し
ベ

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な
い
楽
し
い
狩
猟
を
し
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
期
間

・
ト

ー
月
十
五
卩
～
翌
年
二
月
十
瓦

鳥
獣
捕
穫
の
禁
止
鳩
所

こ
鳥
獣
保
護
区

②
休
猟
Ｋ

③
公
道
（

．
般
公
衆
の
通
行
の
用
に

供
さ
れ
て
い
る
道
路
）

④
環
境
斤
長
官
の
指
定
す
る
公
園
、

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
所

・・⑤
社
寺
塊
内
お
よ
び
貉
地

銃
猟
の
禁
止

①
銃
川
禁
止
区
城

②
市
街
そ
の
他
人
家
密
集
の
場
所
。

お
よ
び
衆
人
群
集
の
場
所

③
日
没
後
か
ら
日
の
川
前

④
銃
丸
の
速
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

帝
、
建
物
、
碓
車
な
ど
に
向
か
・‥

て
発
射
す
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ

・
役
場
隈
林
課
農
林
振
興
係

魯
6
2
1
1
1
　

内
線
りＩ・
３
″ａ

漏
水
を
発
見
し
た
ら

す

ぐ

連

絡

を

限
り
あ
る
水
資
源
を
行
効
に
利
用

し
、
安
定
し
て
水
を
お
届
け
す
る
に

は
、
施
設
の
椎
持
管
理
か
大
変
重
要

で
す
。

町
の
上
水
道
で
は
、
修
繕
体
制
を

整
え
、
漏
水
が
発
生
す
れ
ば
す
ぐ
に

原
囚
を
つ
き
と
め
、
復
旧
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

む
し
、
道
路
上
、
宅
地
等
で
漏
水

を
発
見
し
た
ら
、
お
手
歓
で
も
町
役

場
水
道
課
に
連
絡
願
い
ま
す
。

水
道
糾
企
の
納
人
は
、
便
利
な
口

座
扱
恃
を
利
川
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
、
料
金
納
人

月
は
隔
月
奇
数
の
月
で
す
。

水
道
料
命
ｙ

地
表
を
ご
覧
に
な
り
、

碵
命
残
高
確
認
の
う
え
、
未
納
の
な

い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ

卜

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ

・
役
場
水
道
課

雲
6
2
1
1
1
　
内

Ｉ
　ま一

戸籍 の 窓 口 (10 月受付分)

出生おめで とうご ざい ます

ｆ の?;　 保轟者　 町内会

朋 征(ともゆき)谷津 洋一 山　 枳

広 弥(ひ ろ や)商橋 孝市　只　IU

和 皀くか ずや)田鳥 敬治 町　 東

艮 俊(ながとし〉山田 畏徳 大町 北

結婚おめでとうご ざいます

氏　　 名　　 町内会

鈴 木 哲 也　 宮 町 北

四 家 朋 肢　 福 島 市

佐 ｉ　 克 成　 耕　 谷

山 崎 芙 紀　 桑 折 町

菅 野 幸 治　 宮 町 南

紺 藤　笑千代　 宮 町 南

野 田 髄 二　 桑 折 町

ミ　木 英美子　 山崎沢川

大 戸　　 淳　 保 原 町

笠 訟　ひとみ　 山　 担

紺 野　　 伝　 宮 町 南

瞞 内 和 枝　 宮 町 南

佐久間 政　災　 第　 二

岐 辺　ひろみ　 福 島 市

おく やみ申 しあげ ます

氏　　 名　 年齢　町内会

菊 地 善兵衛　呶　第ｔ 一

齏 蘓 利三郎　83　本　 町

佐 藤 八･冫　86　只　nl

菅 野 再 一-95　 内 谷 柬

餓 滷 直 一　75　石母田原

横 山 忠 藏　81　泉Ｉ Ｅ

石 川 ケ イ　56　大 町 北

阿 部 － 保　66　大 木 戸

阿 部 ツルノ　97　大 木 戸

松 禰 ナカ子　64　宮　 前

酒 井　ミ　キ　70　高　 城

蓬　ｌ　　 勝　89　第　 九

後 藤 ヨ　テ　91　大 町 南



技
術
講
習
会

（
ワ

ー
プ

ロ

）
の

お

知

ら

せ

最
近
．
就
業
を
希
望
す
る
な
吽
に

対
し
て
高
度
な
技
伽
分
要
求
す
る
り

嘔
か
多
で
な
り
ま
し
た

福
鳥
県
な
性
帆
裝
筏
助
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
ら
の
就
ｔ

に
必
要
な
莱

件
を
整
え
、
少
し
で
も
斤
刊
に
就
職

し
て
い
た
だ
く

た
め
次
に
よ
り
講
習

会
を
川
催
し
ま
す
の
で
こ
の
機
余
に

受
講
し
て
み
て
ぐ
だ
さ
い

内
　
容

日
商
冖

ト
フ
ロ
（
円
絨
）

期
間
お
よ
び
時
間

ｔ

成
Ｌ

年

一
川

九
卜

犬

。Ｕ
Ｌ

日

毎
週

八り
～

裝
叩

日
（
睨

日
を
除
ｙ
こ

午
的

９
時

洳
分

～
午
後

３
吟
3
0
分

鳩
　
所

県
斤
東
分
斤
舎
（
旧
医
人
皎
夲
‥
）

福
島
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

定
　

員
二
十

名
（
就
裏

を

希
甲
す

る
な

性
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
教
材
費
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
期
間

甼

成

六
犀

犬

．
川

六
日

火
Ｊ

じ
日

ｇ

啝
　

午

前

九
時
～

午
後
四

時

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

臨
鳥

県
女

性
就
業

援
助

セ
ン

タ
ーＬ

（
県

庁
東
分

庁
舎

二
陪

）

酋
胙
『
ｊ
７

４
０

福
鳥
県
勤
労
者

文
芸
作
品
募
集

県
内

に
叭
で
し

々

か
叫

。万
の
心
瑕

に
制
ｎ

し
た
い

臨
に

’。
し’
て

允
表
ｎ

叫
へ
ｔ

’提

飮
し

、
以
内

廴
化

元
向

―
。

を

は
か

る
た

め
、

次

引
レ
‘
お
り
七
こ

牛
品

を
矼
Ｉ
ド

』ま

す

種
　
目

叶
・
糾
獣
・
糾
句
・
川
仰

字
数
等

詩
　
川
白
字
謡
原
稿
川
紙

、．皎
以

内
、

．‐褊
ま
で

短
歌
　
わ
竚
以
内

仞
句
　
圦
い
り
以
内

川
柳
　
卜
句
以
内

応
募
資
格

以
内
で
働
く
万
７

締
切
期
日

傴

成
八
胎

卜

．Ｕ

．Ｉ

＝

火

送
付
先

柵
島
以
商
卜
竹
働
汕
略
政
課

勤
分
名
足
芸
什
品
係

〒
鰰
福
島
市
杉
＆
町
２
　
1
6

賞
人
賞
ｙ
ｎ
に
は
穴
臨
を
、
応
硲
矜
令

口

に
記
念
乱
か
贈
ら
れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

県
商
上
労
働
部
分
政
課

雲
砒
7
2
9
6

ま
た
は

県
北
地
万
振
㈹
局
商
匚
労
政
県
尺

部
商
下
労
政
課
　
雲
訃
7
7
3
8

町税等の納付は

便利で確実な

口座振替を
利用しましょう

人 口 と 世 帯

11月１日現 在(前月比)10月中の動き

人
　
口

男 - 5 ,  2人(  十 6 )

女6  ﾕ 人 （－ ６）

計Ⅱ ,  98 人 （±0 ）

世帯数4 戸(  十 6 )

転入27 人

転出18 人

出生 ４人

死亡13 人

一観月台文化センターホールでの催しもの案内－

◇ 原田 直之ショ ー

民謡の察典

●．ﾚ　　丶

12月10日（土）

T - 後 ! 時 分、

午後｛I.り 吩-

●チ今 川･

2.5 』']lt呪指定･

覿jl台文化センターで

販･七乙ます．

ミッドナイト ライフ クリスマス スペシャル

ロックバンド
ブランキー　ジヱツト　シティー　を迎えて

●ゝ　 丶

12月17 日 （土）

1  :  後 3 11,? 一一

●人川 整舛眷 客

｢I卜 稾無 料,･

・整 理 界 方法

iljりは がきに，郵便斟; ，ｌ 所，氏 名を1111;t!の

う气 N  日 福鳥放送Ｍへ訥求レ こください

締め切‘)12 月 川卜 和

あ て 充 〒960 福鳥市北ｋ老内町１･-５

N EI K福鳥放廷S,.卩 う卜乙 係

こ

よ

み

11月　霜月（しもつき）

21H（川 最低賃金川知旬間

22口（火）小 町

2冽1（水）動労感alの11

28 日 川）脱関記念ll

12月　師走（しわす）

1 11 （木）歳末たすけあい運助

川ICH ）人怖週|川

71=IC 水）人 雪

1011 C士）世外ﾉ､権デ・･

心配ごと相談日

場 所： 役場２階 相 鮫室 （刪側人日からお人･･ください）

時 川： ９時 ～12 時

こまりたことや 、相談ごとがありましたら。お気軽に

ご相談ください。
相談員

11月２５日（金）武　田　　 勲・高　野 時　子12

月５日（月）菊　地　平 助・高　檎 恵　子12
月15  日 (木）占　旧　　 玲・斎 廊　洋 子
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U
B
L
I
C

HALLN
E
W

S

公
民
館
だ
よ
り

国
見
町
公
民
館

国
見
町
大
．ｆ一‐
Ｊ

ほ

諸

ｒ

八
χ

棡
ｘ
７
０
７

文
化
の
か
お
り
高
く

秋
　
の
　
祭
　
典

第

．一
十
一
．．
同
岡

見
町

文
化
祭

は
．

町
文

化
団
体

連
絡

協
議
会

か

七
催
、

町
と

町
教
膏

委
貝
会

の

後
援
で

、
卜

．
川
一
二
卩
か

ら
六

日
ま
で

．
観

月
台

文
化

セ
ン

タ
ー
と
同

体
育

館
で

開
催

さ
れ
ま

し

た
．

総
（
ｎ
展
．‐小
会

で

は
、
習

字

や
刻
字

、

和

紙

人
形

、
絵

画

、
水

墨
両
、

盆
栽

、

小

中
学

生
の

耆
両

な
ど

の
数

々
を
展

示

．
そ

の
見
事

な

出
家

栄
え

に
、
会

場

を
訪

れ

た
多

く

の
人

た
ち
か

足
を

止
め
て
見
入

二
に
い
ま
し
た
．

三
日
、
六
卜
は
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
Ｌ
ホ
ー
ル
で
俘
楽
芸
能
発
表
会
か

開
か
れ
、
コ
ー
ラ
ス
、
箏
．
舞
踊
、

民
謡
、
詩
吟
な
ど
の
発
衣
に
詰
め
か

け
た
大
勢
の
皆
さ
λ
か
盛
大
な
拍
ｆ

’ぎ
送
二

”
い
ま
し
た
．

五
日
に
は
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
ワ
ル
ツ
や
タ
ン
ゴ
な
ど
の
り

ズ
ム
に
の
り
、
暖
好
荐
た
ち
は
軽
快

な
ス
テ
ｙ
ブ
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
．

卜
目

、
六
日

に

は

、第
Ｌ

回

健
康

フ

ェ
ア

’ｊ
一

も

開

か
れ
、

愈
生
活

改

笞

推
進
Ｈ

の
皆

さ
ん

に
よ

る
試
食

コ

ー
チ

ー
か
。は
じ

め

コ
ン

ビ

。’－

タ

ー

ド

。
ク

、
栄
篦

指
蝉

食
品

の
殴
型

展

示

な

ど
か
行
わ

れ
、

人
勢

の
＆
で

に

ぎ

わ

い
ま

し

た
。

又化団 体の作品などが集めら れた展示 会塲

文化セン ターホール で行 われた音素芸能允 衣会

約 3 0 0 人が勧れた 価 ﾌ ｪ ｱ

楽
し
い
種
日
に
歓
声

～
世
代
間
交
流
運
動
会
～

お
年
寄

り
と

小
学

生
な

ど
が

一
緒

に
競

技
を

楽
し

む

。鳥
齢
者
‥、
婦

人
、

少
年

世
代

間
交
流

運

助
ぺ『
。ヤ

は
ト

パ

ペ
日

、
観

月
台

尢
化

セ

ン
タ
ー
体
育

館
で

川
か

れ
ま

し
た

。

運

励
会

は
刪
。老

人

ク
ラ

ブ
辿
（
口
会

、

町
婦

人
会

連（
日
会

、

町
公
民

館
の

土

催

で

、
競
技

を
通

し
て

健

康
増
辿

と

席

代
問

相
互

の
観

ぽ
く

を
図

る
こ

と

今

日
的

に
尖
施

さ

れ
、

お
年
寄

り
や

婦

人
、

公
民
館

の
少

年
仲

川

づ
く

り

教
室
生
な
ど
約
二
百
丘
卜
人
か
参
加

し
ま
し
た
。

は
し
を
使
『
て
小
さ
な
豆
を
皿
に

移
し
替
え
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
豆
と
り
ゲ

ー
ム
や
、
か
か
し
の
モ
デ
ル
に
服
を

着
せ
て
タ
イ
ム
を
竸
う
か
か
し
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
十
種
目
が
行
わ
れ
、
館

内
に
歓
声
を
響
か
せ
な
が
ら
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
、
貎

ぽ
く
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

はしを優っての豆餃りに苦戦する 参加者

森
山
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

～
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
～

第

十
二
川

町
長
杯

ゲ

ー
ト

ボ
ー
ル

大

会
は

十
川

十
八
日

、
森

山
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
コ
ー
ト

で
開

か
れ

ま
し

た
。

へ
・’
回

は
町
村

合
併

四
卜
周

年

、
観

月

台
夊

化
セ

ン
タ

ー
落

成
記

念
と

し

て
闘

か

れ
、
町
内

の

卜
四
チ

ー

ム
か

ぢ

加
し

、
四

ブ
ロ

。
ク
に
分

か

れ
て

の
予

選
り

Ｉ
グ

と
決
防

ト

ー
ナ
メ

ン

卜
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
長
の
冨
永
町
災
か
ら
激
励
の

こ
と
ば
か
あ
り
。
早
速
、
試
合
聞
始
。

好
天
に
忠
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
診
加

し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
鮮
や
か
な
ス
テ

ィ

″
ク
さ
ば
き
を
披
露
し
な
が
ら
伸

び
伸
び
と
プ
レ
ー
し
、
自
熱
の
好
勝

負
を
展
開
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝
　
森
山
Ａ

準
優
勝

小
坂
Ｇ
Ｂ
愛
好
会

第
ミ
位
　
森
山
Ｂ

”
　
　
徳
江

力強く選手穹聟する廸靡市郎さん



熱
走
！

藤
田
Ａ
が
制
す

公
民
館
主
催
の
町
村
合
併
四
十
周

年
・
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
落
成
記

念
「
第
十
八
回
町
内
一
周
駅
伝
晩
走

人
会
に
は
十
一
月
六
日
、
役
場
加
を

ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
町
内
を
巡
る

十
区
間
。
】一
十
三
・
五
冫
の
コ

ー
ス

で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
中
学
生
の
郎
五
チ
ー

ム
、
一
般
の
部
十
一
チ
ー
ム
の
計
十

六
チ
ー
ム
か
参
加
し
、
開
会
式
の
後
、

冨
永
武
夫
町
畏
の
号
砲
を
合
図
に
第

一
区
の
ラ
ン
ナ
ー
か
元
気
よ
く
ス
タ

ー
ト
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
沿
道
の
盛

ん
な
声
援
に
も
励
ま
さ
れ
、
見
事
な

タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
披
露
し
、
健
脚
を

競

い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

一
一

般

】

◇
総

合

優

勝

藤
田
Ａ

１
時
間
1
8分
0
5秒

準
優
勝

大
木
戸

１
時
間
2
0分
３
秒

第
三
位

徳
江
南
郎

１
時
間
2
3分
2
8秒

０

区

岡
賞

第

１
区
　

慨
久
間
光
雄
（
哈
江
南
部

第

２
区
　

佐
祁
　

恵
（

〃
　

）

第

３
区
　

佐
藤

和
彰
（
大

木

戸
）

第

４
区
　

一
條
　

聡
（
ａ

田

Ａ
）

第
５

区
　

佐
ａ

温
史
（
小
　

ぎ

第
６

区
　

高
鳴

豊
皃
（
藤

田

き

第
７

区
　

佐
ｓ

康
成
（

〃
　

）

第
８

区
　

ぺ
巻

忠
義
（
大

木

戸
）

第
９
区
　

大
竹

信
克
（
ｇ

田

Ａ
）

第
1
0
区
　

輿
川
　

武
（
小
　

ぎ

【

中

学

生

】

◇
総
合

優

勝

藤
田
お

１
時
間
2
6分
3
8秒

準
優
勝

大
枝
み

１
時
間
2
6分
5
4眇

第
三
位
　
大
木
戸
み
Ａ

１
時
問
2
9分
4
3秒

◇
区
間
賞

第
１
区

大
竹

洋
賢

藤

川

み
）

第
２
区
　
曳
地
奈
沖
エ
　

〃
　

）

第
３
Ｋ
　

佐
４

裕
一
示

坂

と

第

４
Ｋ
　

ｋ
八
　

网
又

技

と

吊
５

区
　

片
砂
　

峨
（
　

〃
　

一

第
６

区
　

武
川

占
止
（
人
木
．い
お
き

第

７

ぼ一
　
ｋ
沢
　

式
又

枝

さ

第

８
Ｋ
　

む
＆

仙
．
又

恥
．い
お
Ａ
）

第

９

ド
　

鍛
治
内
人
輔
ｉ

川

と

第

１０
Ｋ
　

４
｀

唯
ヱ

人
木
卜
圷
さ

一 斉に スタートした選手の昔さん

安
田
節
子
さ
ん
が
受
賞

～
県
図
書
館
大
会
～

平
成
六
年
度
県
図
書
館
人
会
が
十

月
二
十
日
自
河
市
文
化
セ
ン
タ
’・
で

開
か
れ
、
大
会
に
先
立
ち
県
公
共
図

畜
館
協
会
の
表
彫
か
行
わ
れ
、
当
町

か
ら
安
田
節
子
さ
ん
（
藤
田
字
天
王

畑
二
、
四
一
こ

か
永
年
勤
続
者
と
し

て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
安
田
さ
ん
は

子
ど
も
移
助
図
書
館
指
導
員
と
し
て

十

。
年
間
、
子
供
達
へ
の
読
方
の
普

及
と
指
導
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

表彫を受けた安田節子さん

成
人
学
級

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

奥

山

愛

子

先
月
鮗

９
の
両
日
研
修
旅
行
か

あ
り
、
大
島
唐
桑
半
鳥
方
而
へ
行
っ

て
来
た
。
私
も
万
難
を
排
し
て
漸
く

の
初
参
加
で
、
楽
し
い
二
日
間
だ
っ

た
。叭

朝
の
出
発
に
も
拘
ら
ず
館
長
さ

λ
の
御
見
送
り
に
恐
縮
し
、
乗
っ
た

柵
祉
バ
ス
の
運
転
手
は

ベ
テ
ラ
ン
国

分
さ
ん
で
す
。
犬
気
は
上
々
、
高
速

逆
路
を
一
気
に
走
り
、
気
仙
沼
に
は

予
定
一
時
間
前
に
着
き
。
レ
ス
ト
ラ

ン
を
あ
わ
て
さ
せ
た
漾
だ
が
、
ゆ
っ

く
り
星
食
か
楽
し
め
、
熱
々
の
帆
立

の
フ
ラ
イ
か
お
い
し
か
っ
た
。
バ
ス

の
中
で
は
ガ
マ
ン
の
男
性
諸
氏
も
、

早
速
自
前
の
ワ
ン
カ
ッ
プ
と
い
き
ま

し
た
っ
け
。
一
時
半
い
よ
い
よ
船
は

桟
礦
を
離
れ
大
島
へ
。
湾
内
に
は
夥

し
い
数
の
船
か
白

い
巨
体
を
浮

べ
驚

く
ば
か
り
、
内
池
元
捕
鯨
船
長
さ
ん

の
解
脱
を
聞
い
て
山
育
ち
の
私
達
に

も
海
が
船
が
実
感
と
し
て
納
得
出
来

た
事
で
し
た
。
忽
ち
着
い
た
大
鳥
で

は
、
出
迎
え
て
く
れ
た
民
宿
の
お
女

将
自
称
船
畏
の
運
転
と
名
ガ
イ
ド
に

案
内
さ
れ
て
鳥
を

］
巡
し
亀
山
に
盤

る
。
瓜
上
か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
く

巨
岩
と
打
寄
せ
る
白
波
と
起
伏
の
豊

か
な
海
岸
線
は
印
象
的
だ
っ
た
。
リ

フ
ト
に
乗
っ
た
事
も
一
筆
に
価
す
る
。

だ
が
期
待
し
た
海
中
公
園
の
グ
ラ
ス

ボ
ー
ト
は
波
が
荒
く
僅
か
に
見
え
た

の
は
海
藻
の
み
で
残
念
。
宿
に
着
い

て
宴
に
な
る
と
、
先
程
の
船
長
。
あ

で
や
か
な
姿
に
早
替
り
し
て
の
大
サ

ー
ビ
ス
、
海
の
幸
一
杯
の
ご
ち
そ
う

に
沂
鼓
を
う
ち
、
大
い
に
飲
ん
で
食

べ
て
歌

う
て
の
賑
や
か
さ
で
し
た
。

翌
朝
８
時
宿
を
出
発
大
鳥
に
別
れ
を

告
げ
気
仙
沼
に
着
く
と
、
海
鮮
市
場

で

】
同
買
物
。
再
び
バ
ス
に
乗
り
唐

桑
半
島
を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
。

こ
こ
で
は
唐
桑
の
自
然
と
人
と
の
関
わ

り
を
勉
強
、
津
波
の
恐
し
さ
を
体
験

し
た
。
そ
し
て
御
崎
の
松
林
を
降
り

て
潮
吹
岩
や
東
風
穴
を
見
て
。
最
後

の
会
食
を
磯
ラ
ー
メ
ン
で
締
め
て
、

今
回
の
旅
の
コ
ー
ス
は
終
わ
り
で
す
。

全
員
っ
つ
が
な
く
小
雨
の
中
を
国
見

へ
と
帰

っ
て
来
ま
し
た
。

気仙沼湾をバックに記念 撮彫



わだい
町
営
牧
野
で

閉
　
牧
　
式

十
月
十
三
Ｈ
、
町
営
牧
野
で
閉
牧

式
が
行
わ
れ
、
高
橋
友
義
牧
野
利
川

組
か
長
、
大
波
健
町
助
役
、
仲
野
固

。

町
離
会
議
長
は
じ
め
、
県
や
町
の
関

係
者
、
牧
野
組
合
員
の
皆
さ
ん
な
ど

約
ニ
ト
名
か
山
席
し
ま
し
た
。

今
年
の
放
牧
は
、
ｈ
り
十
三
日
か

ら
丸
Ｍ
カ
月
間
行
わ
れ
。
五
十
八
頭

が
枚
野
で
過
ご
し
ま
し
た
Ｉ

今
年
は
、
記
録
的
な
艦
ｗ

に
加
え

少
雨
続
き
な
ど
、
閏
係
苦
や
柤
（
口ｎ

の
皆
さ
ん
に
は
’占
略
の
多
い
印
で
し

た
が
。
緑
の
牧
野
で
の
び
の
び
と
過

ご
し
た
牛
は
、
丸
々
と
太
一
。
て
飼
い

Ｌ
に
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

町
賞
牧
野
は
。
恥
年
の
関
牧
を
待

ち
な
か
ら
冬
の
眠
り
に
っ
き
ま
す
。

飼い主Lこ引 き取 られる尓たち

徳
江
人
橋
を
清
掃

～
徳
江
南
部
公

民
館
役
員
～

哈
江
大
隅
は
昭
和
凡
卜
九
年
の
完

成
以
火
、
国
見
町
と
梁
川
町
を
結
ぶ

大
切
な
交
通
機
閏
と
し
て
利
川
さ
れ

て

い
ま
す
。

卜
ｕ

ｊ
四
川
、
徳
江
巾
部
公
民
鯨

の
役
ｎ

の
皆
さ
ん
は
、
会
妊
の
紂
ｈ

公
月
さ
ん
心
‐
中
心
と
し
て
、
徳
江
人

咄

を
気
杵

ち
良

く
通

行
し
て

も

ら
え

る
よ

う
消

掃
か
・
行

い
ま
し

た

ニ

ー
ス

名

の
役
ｎ

の
皆

さ
ん

は
、

ス

コ

．
ブ
や
竹

ぼ
う

き

冷
Ｆ

に
、
約

．一
時
間

に
わ

た
り

．
巾
心

と
φ

心
の

境
の

雛
０‐い
や
Ｌ

の

除
土

、
令
き

山
柚

い
を

行

い
ま

し

た
．

道

路
や

槁
は

、
み

ん
な
で

眈
‐
り
む

の
で

す
．

ご
み

や
空

き
山

卆
‘捨
て
な

い
よ

う

に
し
ま

し

．．
う
μ
‥

￥日か かり で行 われた悒江大噫の,皿磚

地
区
こ
ぞ
っ
て

芋
煮
会

国

見
町
霖

少
年
育

成
町

民
会

議
大

技

推

進
協
議

会

（
佐
麟
洋

一
会

長
）

で

は

．
地
Ｋ

の
皆

さ
ん

か
こ

ぞ
っ
て

７

煮

を
味
わ

い
、
呀

少
年

健

全
育
成

の
意

識
を

高

め
ま

し

“
う
と

、
’１
Ｈ
り

十
六

日
、

国
見
東

糾
高
齢

古
等

活
性

化

セ

ン

タ
ー
に

お
い
て
挈

煮
会

を

閧

催
し
ま
し
た
、

地
区
の
ｆ
飮
に
人
人
む
交
じ
り
。

紙
牋
行
吸
を
つ
く
り
。
滯
空
叶
間
や

吠
行
蹄
雌
を
腱
う
・
つ
ち
に
、
ｙ

か
煮

あ
か
り
、
約

ド
白
名
の
参
‐
加
矜
は
、

秋

峨
を
心
じ
な
が
ら
、
吠
の
味
覚
を

楽
し
み
ま
し
た

紙
唳
行
隣
啖
ば
し
の
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
の
九
郎
門
の
優
勝
者
に
は
。

麗
定
証
と
賞
品
か
附
ら
れ
ま
し
た
。

野外で食べる幸鴦は格別

熱
走

を

艇
開

～
塚
野
目
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
～

塚

野
ロ

ス
ポ
ー

ツ
振
興

会

（
菊
地

幸
治
会

艮

）
主
催

に
よ

る
第

五
回
塚

野
口

口

’・
ト

レ

ー・
ス
大
会

か

、
十
月

。
‐‐
亅

日
、
過

去
最

高
の

百
三

十
四
名

の
選

手

が
出
場
し

て
開

催
さ

れ
ま
し

た

。刈

り
入

れ
を
終

え

た
田
園
地

帯

に

円
才
か
ら
五
十
五
才
ま
で
の
出
場
者

が
熱
走
を
展
開
し
ま
し
た
。

優
勝
者
は
次
の
と
お
り｛
敬
称
略
｝

●
親
ｆ
の
部
　

亀
岡
次
男
・
呪
樹

・
小
学
生
男
１
の
部
　
佐
藤

智
裕

・
小
学
生
女
子
の
部

菊
地
亜
巾
笂

・
一
般
な
ｆ
の
部
　

佐
藤
芙
美
子

●
一
般
男
子
の
部
　

大
竹

伝
克

・

エ
リ
ー
ト
の
部
　

松
浦
　
裕
貴

●
壮
年
の
部
　
　
　

ご
．村
　
征
三

輳子手をつないでゴールイン

編集
日記

町文化祭の「わか家のたから むの」|】Qにおじゃました．
郷ｔ史研究会の杵きﾉ1か、家庭に理もれている占文､|;、掛軸、

幹物．扮そして占銭、蓄音機などを集め屬示していた．

生活のにおいのする「たかららの」を地ていると昔の人 の々
生活の様子かしのばれ興味深か･､た．　　　　　　　 （Ｓ）
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